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鉄骨造の耐震計算の方法

• 鉄骨造建築物は、部材の座屈や部材間の接合部の
破壊など、この架構が本来保有している塑性変形能
力の発揮を阻害するような現象が生じなければ、鋼
素材の持つ非常に大きな伸び能力などの優れた特
性により、他の構造種別より靱性に富む構造となる
と考えられてきた。

• しかし、最近の地震被害には（経験によれば*2）、部

材の座屈や筋かい端部・接合部での破断のほか、
はり及び柱の仕口部における亀裂や破断、柱脚部
（特に、露出柱脚）の顕著な損傷などが見られる。
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6.3.1 耐震計算の考え方①



鉄骨造の耐震計算の方法

• このことは、単に耐震計算の問題だけでなく、接合部
等の詳細設計や使用する鋼材の品質、溶接施工な
どにおける品質確保の重要性を改めて示すもので
ある。

• 鉄骨造の建築物の二次設計は、図6.3-1に示すルー

トのうちいずれかによる。なお、ルート１で建築物の
耐震安全性が確認可能な場合でも、ルート２あるい
はﾙｰﾄ３により安全性の確認を行ってもよいし、ルー
ト２で建築物の耐震安全性が確認可能な場合でも、
ルート３による安全性の確認を行ってもよい。
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6.3.1 耐震計算の考え方②



• 建築物の崩壊メカニズム時（保有水平耐力時*2）に、

露出柱脚が塑性化する場合、安定した塑性変形能
力を確保するためにはアンカーボルトに伸び能力が
必要となる。

• 伸び能力がないアンカーボルトを使用する場合には、
柱脚が保有耐力接合の条件を満足するように設計
することが基本である（望ましい*2） 。

• 具体的には、付図1.2-25の設計フロー参照のこと。
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6.3.4 鉄骨造のルート３の計算

(２) 鉄骨造の構造特性係数Dsの算出

〔鉄骨造のDs設定の考え方と留意点〕
④保有水平耐力の検討における露出柱脚の扱い



• 高層の鉄骨構造等，柱脚が下部の鉄骨鉄筋コンク
リート構造に接合される場合は耐震性に影響を与え
る問題は生じにくい。 これに対し，比較的低層であ
る場合は下部が鉄筋コンクリート構造であることが
多く，柱脚部が異種構造の接点となるため設計上の
種々の問題はもとより施工上の問題も生じやすい。

• 平成７年の兵庫県南部地震においては，施工不良
が原因と思われる柱脚被害も観察されているが，一
方で，設計方法にも被害を大きくした原因があると考
えられる。ここでは，兵庫県南部地震で見られたよう
な柱脚被害を，できるだけ少なくするための設計方
法と設計上の留意点について記す。
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅰ



『露出型』（アンカーボルトとべースプレートにより鉄筋

コンクリート構造に接合されるもの）

『根巻型』（下部構造から立ち上げられた鉄筋コンク

リート柱に鉄骨柱が包み込まれるもの）

『埋込型』（鉄骨柱が下部の鉄筋コンクリート構造に埋

め込まれたもの）

これらの柱脚のうち兵庫県南部地震では，

露出型柱脚に特に被害が多く見られた。
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅱ
(１) 柱脚の形式と分類



• 被害のほとんどがアンカーボルトの損傷であり，そ
れらはアンカーボルトの破断，基礎コンクリートから
の抜け出し，伸び等であったことが報告されている。

• ここでは被害が最も多かった露出型柱脚について，
設計上の問題点を挙げ，このような被害を少なくす
るための設計方法を示す。
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅲ

兵庫県南部地震における柱脚の被害



• 露出型柱脚では，比較的固定度が小さいとみなせ

る形状のものについては，柱脚をピンとして骨組の
構造計算を行ってきた。しかし，完全なピン柱脚はあ
り得ないことから，このように設計した柱脚は，柱脚
に発生する曲げモーメントを無視したものであり，上
部構造に対しては安全側であるが，柱脚部に対して
は危険側の設計を行っていることになる。
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅳ

(２) 露出型柱脚

① 設計上の問題点



• 被害を軽減するためには，以下の２点を考慮する必
要がある。

『柱脚に発生する曲げモーメントを適切に

評価した設計』

『崩壊メカニズム時における柱脚の安定し

た塑性変形能力の確保』

• これらの２点を考慮した露出型柱脚の設計フローを，
計算ルートごとに次のスライドに示す。
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅴ

(２) 露出型柱脚

②露出型柱脚を使った建築物の耐震設計法
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本プログラムで扱う処
理を実線（枠）で示す。

※ 1. ただし，ルート1-1 の建築物でピンに近い形状の柱脚が使われる場合は，別途定める簡便な方法で検討
※ 2. ルート1-2 ではγ を1.67 とする。 してもよい。
※ 3. 柱及びはりの部材群としての種別がD の場合は割り増ししない。



• 基礎コンクリートの破壊防止等の確認として、『コンク
リートの破壊防止』『せん断破壊防止』『ベースプレー
トの破断防止』を検定する。
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅵ

フローの⑥ ⑭



（ａ）立ち上げ部縁辺のコンクリート剥落防止（縁辺の剥落）
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅶ

コンクリートの破壊防止
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅷ

コンクリートの破壊防止

（ｂ）立ち上げ部コンクリート
の割裂防止

（立ち上げ部の割裂）

アンカーブロック上面
のコンクリートの圧壊

防止の検討
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コンクリートの破壊防止

アンカーボルトの定着
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅸ

コンクリートの破壊防止

（ｃ）立ち上げ部側面のせん断力によるコンクリートの剥落
防止（端部のせん断による剥落）

ﾎﾞﾙﾄ１本
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅸ

コンクリートの破壊防止

（ｃ）立ち上げ部側面のせん断力によるコンクリートの剥落
防止（端部のせん断による剥落）

ﾎﾞﾙﾄ列状
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付録1-2.6 柱脚の設計の考え方Ⅸ

コンクリートの破壊防止

ベースプレート破断防止（ベースプレートの破断の算定）


